
遺構の実測は写真測量によっておこなった。写真測量

とは、被写体を適当な距離をおいた 2イ回のカメラにより

撮影し、その実体写真をもとに被写体の 3次元測定をお

こなう技術を総称し、飛行機などからカメラを真下に向

けて撮影した写真を室内で実体視 し、地形・地物の判読

や地図を作成する方法である。写真測量は他の測量に比

べ、作業が迅速で精度にむらがなく、さらに写真が保存

される限り、撮影時の状況が再現でき、図面に表現され

ないものまで写真から観察判読できるなどの利点を持ち、

最近各種文化財の調査に応用されせいる。今回の調査では

ヘリコプターにカメラを塔載して撮影をおこなった。撮影

の諸元は次のとうりである。
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1次 ウイル ドE4型

2次  ツアィス SEC― V型

撮影にあたっては、あらかじめ標定点を遺構面に設置

して標高を計測する。この標定′点にもとづいて遺構図と

集成写真を作成した。なお写真測量の後、補足調査で検

出した若子の遺構は図面にのみ表示した。空中写真は第

1次調査地域を昭和50年 3月 28日 、第 2次調査地域を昭

和50年 6月 4日 に、アジア航測株式会社が撮影した。
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